
（別紙３）

〜 令和6年 10⽉ 31⽇

（対象者数） 2 （回答者数） 2

〜 令和6年 10⽉ 31⽇

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

関係機関や保護者様の希望を取り⼊れて取り組む。

2

緻密なプランでの取り組みを⾏う。

3

移⾏⽀援に向けての療育に取り組む。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

現状を療育に利⽤しながら更に⼯夫を加える。

2

他施設でのペアレントトレーニングの情報を
保護者様と共有し積極的に参加する。

3

キッズ、プルミエグループにおいてPT,ST,OTの専
⾨職が在籍している。

専⾨職の指導を受けての療育を⾏っている。

活動内容を保護者様のニーズに合わせて⾏ってい
る。

歩⾏訓練や⾷べる訓練、飲む訓練を専⾨職が
取り組んでいる。

個別⽀援が充実している。 保育⼠が個別に付き年齢に合った療育を⾏っている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

施設内外の段差。 歩⾏訓練の⼀つとしている。

ペアレントトレーニングができていない。 ペアレントトレーニングを⾏い家庭の対応⼒の向上
を考える。

令和6年 9⽉ 15⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和6年 11⽉ 30⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 プルミエキッズ２nd

○保護者評価実施期間 令和6年9 ⽉ 15⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における⾃⼰評価総括表公表


